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個
人
病
院
の
再
生
案
件

あ
お
ぞ
ら
銀
行
で
は
、
従
来
か
ら

病
院
事
業
の
社
会
的
重
要
性
と
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
特
殊
性
に
着
目

し
、「
病
院
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
事
業

価
値
と
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に

立
脚
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
あ
る
べ
し
」
と
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
病
院
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
専
門
部
隊
を
設

置
し
て
い
る
。
病
院
の
事
業
価
値
評

価
手
法
の
体
系
化
や
将
来
戦
略
・
事

業
計
画
の
妥
当
性
の
検
証
手
法
な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
組
成

に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ

ス
を
体
系
化
し
つ
つ
、
地
域
金
融
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
再
生
案
件
や
大

型
投
資
案
件
等
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
組
成
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

第
１
、
２
図
に
掲
げ
た
事
例
は
、

今
年
に
入
っ
て
当
行
が
ア
レ
ン
ジ
ャ

ー
と
な
っ
て
組
成
し
た
再
生
リ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
案
件
の
ス
キ
ー
ム
図
で
あ

る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ご

く
簡
単
に
解
説
し
た
い
。

ま
ず
第
１
図
は
、
一
〇
〇
〜
一
五

〇
床
規
模
で
地
方
の
個
人
病
院
を
法

人
化
す
る
際
の
事
業
譲
渡
資
金
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
取
り

上
げ
た
も
の
だ
が
、
実
態
は
個
人
病

院
の
再
生
案
件
で
あ
る
。
対
象
病
院

の
取
組
み
前
の
状
況
は
、
大
幅
な
債

務
超
過
に
陥
っ
て
い
た
が
直
近
の
期

間
損
益
は
改
善
し
て
お
り
、
経
営
改

善
着
手
前
の
段
階
で
す
で
に
Ｅ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ
Ａ
（
利
払
い
・
税
金
・
償
却
前

利
益
）
は
売
上
対
比
一
〇
％
程
度
を

確
保
し
て
い
た
。

そ
の
後
九
カ
月
に
及
ぶ
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
と
現
場
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
経
て
、
�
債
務
超
過
の
原
因

が
特
定
で
き
す
で
に
原
因
は
除
去
さ

れ
て
い
る
、
も
し
く
は
除
去
可
能
と

思
わ
れ
る
こ
と
、
�
周
辺
医
療
環
境

の
変
化
に
よ
り
当
院
の
担
う
べ
き
役

割
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
	

医
療
法
人
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
組
成
す
る
う
え
で
実
務
上
の
制
度
的
・
法
的
制

約
も
多
く
、
本
格
的
再
生
ス
キ
ー
ム
立
案
に
は
難
易
度
の
高
い
案
件
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
病
院
再
生
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
組
成
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
、
論
点
を
整
理
し
た
い
。
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【特集】病院と銀行�

集約化が進む一方で�
　プライマリーケアが増える�
�

亀田クリニック　院長�

亀田　省吾�

銀行は医療者の“性格”を知るべし�
�

選
択
と
効
率
化

現
在
の
医
療
機
関
を
巡
る
経
営

環
境
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
み
て
い

る
か

医
療
は
、
経
営
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ

る
面
で
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。
一

つ
は
、
戦
後
国
民
皆
保
険
制
度
で
運

営
さ
れ
て
き
た
日
本
の
医
療
制
度
に

つ
い
て
、
画
一
的
な
面
が
目
立
っ
て

き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
医
療
に

関
し
て
は
ど
の
国
に
お
い
て
も
非
常

に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
従

来
、
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
は
国

際
的
に
み
て
も
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ

の
よ
さ
な
ど
評
価
が
高
か
っ
た
が
、

高
齢
化
が
進
展
す
る
な
か
で
医
療
費

抑
制
の
問
題
や
、
情
報
化
や
ニ
ー
ズ

多
様
化
へ
の
対
応
等
に
お
い
て
制
度

の
限
界
が
み
え
始
め
て
き
た
。

従
来
の
制
度
は
「
す
べ
て
の
医

師
、
医
療
機
関
が
同
じ
ク
オ
リ
テ
ィ

で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
成
り
立
っ

て
お
り
、「
選
択
」
の
視
点
が
欠
け

て
い
た
。
一
方
で
、
医
療
経
営
は
効

率
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
日
本
の
医
療
は
、
重
症
の
患
者
に

対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に

公
的
医
療
機
関
が
主
導
で
担
っ
て
き

た
。
た
だ
公
的
医
療
機
関
は
非
効
率

な
面
や
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
欠

け
る
部
分
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
採
算

が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

な
か
、
国
立
病
院
の
独
立
法
人
化
の

動
き
や
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
部

分
は
公
が
負
担
し
て
運
営
は
民
が
行

う
「
公
設
・
民
営
」
の
取
組
み
が
進

展
し
て
い
る
。

ま
た
、
診
療
報
酬
制
度
に
お
い
て

「
出
来
高
払
い
」
か
ら
「
定
額
払

い
」
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
。
当

初
は
長
期
療
養
、
老
人
医
療
、
介
護

に
「
日
額
・
定
額
払
い
」
が
入
り
、

昨
年
か
ら
急
性
期
医
療
に
疾
病
分
類

ご
と
の
包
括
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
る

も
う
一
つ
大
き
な
影
響
が
あ
る
の

は
、
医
師
の
卒
後
教
育
シ
ス
テ
ム
が

今
年
か
ら
抜
本
的
に
変
わ
り
、「
臨

改革が進む病院・医療業界において経営サイドは現状をどうと
らえているのだろうか。１０年前に電子カルテを導入するなど先
進的な経営で知られ、週刊誌等の調査でも上位にランキングさ
れる亀田総合病院グループ。総合病院、クリニックなど広く病
院経営を展開する同グループのなかで外来専門のクリニック院
長を務める亀田省吾氏に、病院運営の改革や金融機関への対応
などについて聞いた。 （編集部）

24金融財政事情２００４．６．２１




